
総合型地域
スポーツクラブ

市議会

町
内
会
・
自
治
会
の
よ
う
な

　
　
　
　
　

身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
し
た
い
で
す
ね
。

〈
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
？
〉

〈
具
体
的
な
活
動
は
？
〉

今
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、種
目
や
年
齢
を
分
け
、

企
業
や
学
校
に
委
ね
る
手
法
で
し
た
。
し
か
し
、
競

技
結
果
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ど
の
年
代
も
一
緒
に
ス
ポ

ー
ツ
に
携
わ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い

く
。
そ
れ
を
統
括
し
た
ク
ラ
ブ
が
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
、
自
然
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

〈
議
会
を
身
近
に
感
じ
ま
す
か
？
〉

身
近
に
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
今
の
仕
事

柄
、
行
政
や
議
会
の
情
報
は
収
集
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
行
政
と
関
わ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
市
が
何
を

利
用
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ス

ポ
ル
ト
は
、
住
民
の
声
を
も
と
に
、
子
ど
も
や
親
子

向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

五
日
市
ク
ラ
ブ
は
、
今
後
、
旧
小
宮
小
学
校
を
使
っ

て
、
山
間
部
の
方
を
対
象
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し

た
い
で
す
ね
。
難
し
い
こ
と
は
抜
き
に
し
て
楽
し
む

こ
と
。
そ
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
い
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
未
経
験
者
も
参
加
で
き
ま
す
か
？
〉

シ
ニ
ア
世
代
の
サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
経

験
者
、
未
経
験
者
と
も
に
楽
し
く
身
体
を
動
か
せ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

ギカイの時間 02

今回は、市内にある二つの総合型地

域スポーツクラブ「アスポルト」と

「五日市クラブ」です。スポーツを通

して行うまちづくりなど、興味深い

お話を伺うことができました。

や
っ
て
い
る
の
か
気
に
な
る
し
、
声
に
も
出
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
達
の
声
を
直
接
伝
え
た
い
人
は

結
構
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。選
挙
に
は
行
き
ま
す
が
、

投
票
し
た
議
員
が
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
生
活
に
直

結
す
る
仕
事
を
し
て
く
れ
る
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん

し
、
自
分
の
生
活
が
本
当
に
豊
か
に
な
っ
て
い
る
の

か
実
感
で
き
ま
せ
ん
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
で
す
か
？
〉

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
老
若
男
女
様
々
な

人
が
集
っ
て
、
町
内
会
・
自
治
会
の
よ
う
な
自
分
達

に
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
る
よ
う
な
存
在
に
し

た
い
で
す
ね
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
の
学
校
の
よ
う

に
、
大
人
た
ち
が
も
っ
と
積
極
的
に
地
域
に
出
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
30
代
40
代
の
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
も
っ
と

身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
け
ば
、
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ス
ポ

ー
ツ
の
力
で
構
築
し
て
い
き
た
い
で
す
。
あ
き
る
野

市
だ
け
で
な
く
、
市
外
の
人
た
ち
も
ス
ポ
ー
ツ
の
力

で
呼
び
込
み
、
あ
き
る
野
の
自
然
豊
か
な
フ
ィ
ー
ル

ド
を
使
っ
て
活
動
の
輪
を
広
げ
、
ま
ち
の
活
性
化
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

03 ギカイの時間 



今号では
この中から
3つを

今
回
の
議
案
は

あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
期　

日
間　

月　

日
〜　

月　

日  

30

２

25

３

26

　

月
定
例
会　

議
案
審
議

３

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

市民及び事業者は、いじ
めを受けた児童等を発見
し、又は児童等がいじめ
を受けている疑いがある
と認めるときは、市、学
校その他の関係者に情報
を提供するよう努めるも
のとする。

（あきる野市いじめ防止
対策推進条例）
第９条第２項

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
じ
め
防
止
対
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、
基
本
理
念
を
定
め
、
関
係
者
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

〈 

議
案
第　

号 

〉
あ
き
る
野
市
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例

4

ギカイの時間 04

条
例
第
９
条
で
市
民
や
事
業
者
が
い

じ
め
の
情
報
を
提
供
し
な
か
っ
た
場

合
の
罰
則
規
定
は
？

条
例
第
９
条
は
目
玉
で
す
。
ま
わ
り

の
大
人
が
守
り
育
て
て
い
く
と
い
う

考
え
の
も
と
に
、
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
校
だ
け
で
な
く
市
民
や
事
業
者
の

方
に
も
い
じ
め
防
止
の
役
割
の
一
端

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

計　

件
41

市
長
提
出
議
案…

38２１
件

陳
情…

…
…
…
…

件

議
員
提
出
議
案…

件

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
が
上
が
り
ま
す
。

３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
介
護
保
険
事
業
計
画
の
第
６
期
策
定
に
伴

い
、介
護
保
険
料
率
を
改
め
る
た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

多
く
の
議
員
の
賛
成
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
４
月
１
日

以
降
の
年
度
分
の
保
険
料
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

〈 

議
案
第　

号 

〉

14な
ぜ
引
き
上
げ
を
す
る
の
で
す
か
？

第
５
期
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
準
備
基
金
を
取
り
崩
す
な
ど
し
て
、

保
険
料
増
額
を
抑
制
し
て
い
ま
し
た
が
、

第
６
期
は
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の

取
り
崩
し
が
な
く
高
齢
者
や
認
定
者
の

増
加
に
伴
い
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

原
発
事
故
で
被
災
し
た
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情
は

趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
被
爆
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
対
し
、
継
続
的
な
健
康
診
断
と
幅
広
い
内
容
の
健
康
調
査
を
実
施

す
る
よ
う
に
求
め
る
意
見
書
を
政
府
機
関
に
提
出
し
て
ほ
し
い
と
い

う
陳
情
で
す
。
採
択
す
べ
き
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

全
員
の
賛
成
に
よ
り
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
も
足
り
な
い
部
分
の
責
務
を
認
め
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
取
り
入
れ
対
応
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
趣
旨
は
理
解
で

き
ま
す
が
、
意
見
書
の
提
出
は
必
要
な

い
と
思
い
ま
す
。

当
然
賛
成
で
き
る
内
容
で
す
の
で
、
国

に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
す
。

05 ギカイの時間 

陳情等の願意については
十分に理解できるが、財
政事情等から当分の間は
願意を実現することが困
難な場合などに、便宜的
に「趣旨には賛成である」
という意味の議決をする
ことがあります。この場
合の決定方法のことをい
います。

趣旨採択…

〈 

陳
情
第　

ー　

号 

〉
　
　

原
発
事
故
で
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情

27

２



平成27年度予算案をチェック □

ギカイの時間 06

　市長から平成27年度の予算案が提案された

ので、３月18日・19日の２日間、予算特別

委員会を開催し、皆さんから納めていただく

税金の使い道を審査しました。その結果、全

ての予算案が提案どおり可決され、平成27年

度の税金の使い道が決まりました。その中か

ら主な事業を紹介します。

一般会計歳入

一般会計歳出

一般会計予算

総　額

会計別予算

一般会計

特　別　会　計

３２５億２７８万８千円

国民健康保険
１０５億５１７８万２千円

後期高齢者医療
１６億４１２３万３千円

介護保険
５６億３６４１万８千円

戸倉財産区
５５６万１千円

下水道事業
３４億８５６５万７千円

テレビ共同受信事業
４０５９万円

市税 31.9％

都支出金
15.2％

国庫支出金
12.3％

市債
13.8％

諸収入 3.5％
その他 3.5％

地方消費税交付金
5.1％

地方交付税
12.2％

使用料及び手数料 1.4％ 分担金及び負担金 1.1％

民生費 39.6％

土木費
12.4％

総務費
13.5％

衛生費
9.7％

公債費 8.0％

教育費 9.4％

消防費 3.6％
商工費 1.7％

議会費 0.9％農林水産費 1.1％

その他 0.1％

税金の使い道が決まりました。

３２５億　２７８万８千円

５３８億６４０２万９千円

07 ギカイの時間 

【事業名】

【事業費】

【内　容】

【事業名】

【事業費】

【内　容】

【事業名】

【事業費】

【内　容】

【事業名】 

【事業費】

【内　容】

【事業名】

【事業費】

【内　容】

【事業名】

【事業費】

【内　容】

【事業名】

【事業費】

【内　容】

【事業名】

【事業費】

【内　容】

【事業名】

【事業費】

【内　容】

　　　　地域子ども子育て支援
　　　　　　　　　　　　　事業
　　　　4841万 6 千円

　　　　一時預かり事業、乳幼児
ショートステイ事業、病後児保育
事業のほか、秋川駅北口のあきる
野ルピア内に「子育てひろば」を
新設します。

　　　　旧戸倉小学校観光施設
　　　　　　　　　　　整備事業
　　　　2億5826万 9 千円

　　　　旧戸倉小学校を宿泊施設
も兼ね備えた着地型の観光拠点と
するため、施設整備に着手します。

　　　　秋川流域ジオパーク
　　　　　　　　　　　推進事業
　　　　357万 3 千円

　　　　秋川流域に息づく地質・地
形、自然、文化など、貴重な資源を活
かしながら、観光・商業などの活性
化を目的に、日本ジオパーク認定を
目指します。

　　　　武蔵引田駅周辺地区
　　　　　　　土地区画整理事業
　　　　11億9801万 2 千円

　　　　住宅地、商業、産業地及
び農地がバランス良く配置された
複合市街地の形成による良好な生
活環境の創出を目指し、基盤整備
用地の取得に取り組みます。

　　　　市制施行 20 周年記念
　　　　　　　　　　　　　事業
　　　　1058万 9 千円

　　　　市制施行 20 周年を迎え
るに当たり、「記念式典」をはじめ、
「秋川渓谷ウォークラリー」や「出
張！なんでも鑑定団 in あきる野」
等の記念事業を実施します。

　　　　防犯カメラ設置工事事業

　　　　568万 7 千円

　　　　学校及び地域等が行う児
童の見守り活動の補完を目的とし
て、東京都補助制度を活用し、小
学校の通学路に防犯カメラを設置
します。

　　　　担い手総合支援事業

　　　　158万 3 千円

　　　　国の青年就農給付金事業
を活用し、新規就農者に、農業を
始めてから経営が安定するまでの
支援を行います。

　　　　小中学校整備事業

　　　　２億 2203万 8 千円

　　　　都水道局の水飲栓直結給
水モデル事業による水飲部分の配
管新設整備、天井材や外装材などの
非構造部分の耐震化等を実施しま
す。

　　　　全国地芝居サミット
　　　　　　　　　　　開催事業
　　　　1895万 7 千円

　　　　市内の農村歌舞伎等を上
演・公開することにより、あきる
野市の情報発信をするとともに、
保存団体の技術の向上、伝承活動
等を推進します。



反対賛成

平成27年度予算案をチェック □

ギカイの時間 08

定例会最終日に、予算特別委員会で審査した

結果を田中委員長が報告し、平成 27年度一

般会計予算の内容について全会派が賛成また

は反対の討論を行いました。討論の主な内容

を掲載します。

日本共産党
あきる野市議団
市税は前年度比1億9千万
円減、市民のくらしは大変。
るのバスを含む公共交通網
整備に早急な取り組みを。
観光に3億 3960万円、一
朝一夕に軌道に乗る事業で
はない。住民が良さをア
ピールしたくなるまちづく
り・福祉施策をすすめるべき。保育園・学童クラブ
の待機児解消・内容充実、病児保育の実現、いきい
きセンターの通年開設を。土地開発公社解散に17億
9千万円、郷土の恵みの森事業と合わせ 48億 9千
万円の借金、毎年３億円超の返済が市民に大きな負
担を強いている。引田区画整理の総事業費は 70億
円超。年間約２億円の税収見込みだが、企業誘致や
転入者増は不透明。事業見直しも検討すべき。開発
優先から、福祉・くらし重視の市政に切り替えを。

自由民主党
志清会
我が国の経済は改善傾向に
あることは間違いない。本
市においても、その徴候を
見ることが出来る。どれも、
小さな兆候だが、見逃すよ
うでは「生活がますます苦
しくなった」と言い続ける
事になってしまう。今回の
予算編成は、今後の経済情勢を良く反映している。
予算増の要因である土地開発公社清算事業と武蔵引
田駅周辺区画整理事業を我が会派は支持する。福祉
政策、子育て、企業の誘致、観光施策の推進、定住
促進策、生物多様性あきる野戦略の推進、防犯カメ
ラの設置、生活道路の整備改修など、各分野におい
て要求していた政策に対する予算措置がされている
ことを確認したので、本年度予算案に賛成する。

このような理由で平成27年度
一般会計予算案に賛成・反対しました

戸沢議員天野議員

田中委員長

賛成賛成

賛成賛成

09 ギカイの時間 

公明党
過去最大規模となった一般
会計予算。子ども家庭部を
設置するなど、子どもが主
役のまちづくりを推進する
体制づくりを心強く思う。
小規模保育所４園の開所や
あきる野ルピアへの子育て
ひろば新設、学童クラブ育
成時間の延長、認証保育所利用者への保育料助成等
は、頼もしい子育て支援である。学校施設の非構造
部材耐震化や読書活動を推進する読書アルバム事業、
通学路への防犯カメラ設置等とともに高く評価する。
補正予算と合わせ、将来を展望したあきる野創生へ、
やる気度が分かる予算配分となっており、地方創生
元年にふさわしい、積極的な予算編成となっている。
今後も堅実かつ創造的な行財政運営に努めていくこ
とをお願いし、賛成討論とする。

あきる野市議会
自民党
平成 27年度一般会計予算
は、まちづくりの取組と財
政健全化の視点に立った積
極的な予算である。歳入で
は、土地開発公社の解散に
伴う第三セクター等改革推
進債や武蔵引田駅周辺土地
区画整理事業の用地買収に
伴い、市債が大幅に伸びている。歳出では、旧戸倉
小学校を宿泊機能を備えた観光施設として整備する
ことで、新たな交流拠点となる。「秋川流域ジオパー
ク事業」の推進を期待する。「子ども子育て支援新制
度」のスタートによる子どもが主役のまちづくり、
高齢者福祉施策における待機者の解消やサービスの
充実を求める。雇用の場の確保と人口減少対策、子
育て環境の整備への取組、更なる堅実な行財政運営
に努められることをお願いし、賛成討論とする。

増﨑議員奥秋議員

政和会
平成 27年度予算額の 325
億278万8千円は大型予算。
内訳は、土地開発公社解散
の残留地の買い上げ、土地
区画整理用地買収事業、学
校給食センター用地買収費
計29 億 6760万円が借金
増で、他に臨時財政対策債
12億7339万１千円など借金総額は、44億9759万
１千円になる。一方返済額は 23億 720万円で、借
入額が返済額の2倍近くとなり、27年度末債務見込
み総額は 290 億 2498 万 9千円で市民一人当たり
約 35万４千円の借金を抱えることになる。歳入で
は、市税の減収が大きく、自主財源確保が必要不可
欠である。歳出の各事業では限られた財源を効率的
に配分し、随所にさらなる市民生活の向上を求めて
おり、その努力を評価し賛成とする。

民主党
歳入は、主な財源の市税は26
年度から1億9089万3千
円減の103億5873万2千
円。一般会計に占める市税
割合が26年度34.7%から
27年度31.9%。今後の市政
運営上でも自主財源の低下は
大きな課題。市債は26年度
から22億6802万1千円増の44億9759万1千円。
世代間の負担を平準化という考えもあるが、次世代へ
のさらなる借金の増加には、市民への情報開示・共有
で「見える化」を図るべき。歳出では、当市の借金は
600億円超え、自主財源4割で財政硬直化、義務的経
費の扶助費等への歳出増で、自由になる財源が少ない
ことは市民に伝えるべき。厳しい1年になると思うが、
職員は「市民の声」に応える努力はしており、大方、予
算計上項目は納得できるものであり賛成する。

合川議員中村議員
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質
問
議
員     

名   

質
問     

項
目

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
と
は
？　

平
成
27
年
度
施
政
方
針
に

つ
い
て

20

42

国
は
、急
速
に
進
む
人
口
減
少
、

高
齢
化
及
び
地
域
経
済
縮
小
の

対
策
と
し
て
、
地
方
創
生
を
強

力
に
実
行
す
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
施
政
方
針
の
重
点
施
策

の
う
ち
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
ど
の
様
な
施
策
を
考
え
て
い

る
か
。

大
手
企
業
の
国
内
回
帰
が
進
み

企
業
誘
致
の
環
境
が
整
っ
て
き

て
い
る
。こ
の
機
を
捉
え
、積
極

的
な
企
業
誘
致
を
図
り
自
主
財

源
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

初
雁
地
区
に
企
業
進
出
が
内
定

し
て
い
る
が
、
土
地
所
有
者
全

員
の
賛
同
を
得
て
い
る
か
。

共
有
持
ち
分
を
含
め
て
38
名
の

地
権
者
の
う
ち
、賛
同
者
35
名
、

不
賛
同
者
３
名
。
異
議
が
あ
れ

ば
計
画
に
遅
れ
が
生
じ
る
で
あ

ろ
う
。

企
業
進
出
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

東
京
都
と
区
分
変
更
の
事
前
協

議
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
現
段

階
で
は
、
ま
だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

初
雁
地
区
東
側
に
あ
る
公
社
の

土
地
の
売
却
に
期
待
が
持
て
る

の
で
は
。

こ
の
土
地
も
市
街
化
区
域
に
編

入
す
る
。
具
体
的
な
相
談
は
な

い
。

重
点
施
策
の
う
ち
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
、

太
陽
光
発
電
の
事
業
化
へ
の
具

体
的
な
検
討
は
。

設
置
場
所
の
選
定
や
採
算
性
、

住
民
へ
の
影
響
、固
定
価
格
買
取

制
度
の
動
向
等
を
検
討
す
る
。 合川 哲夫議員

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
議
会
」
か
ら

 「
本
会
議
録
画
中
継
」
を
検
索
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
公
開
は
6
月
議
会
ま
で
で
す
。

圏央道あきる野インターチェンジに隣接する地区
※初雁地区

※

財 政

観 光

11 ギカイの時間 

あ
き
る
野
市
の
財
政
に

つ
い
て

一
般
財
源
収
入
の
大
幅
な
増
額

が
期
待
で
き
な
い
現
在
、
少
し

で
も
財
源
の
確
保
が
必
要
と
考

え
る
。
８
年
前
に
草
花
に
造
ら

れ
た
約
２
５
０
戸
の
住
宅
団
地

は
、
財
政
基
盤
確
立
の
一
助
に

な
っ
た
か
。

同
規
模
の
住
宅
団
地
が
建
設
さ

れ
住
民
の
数
が
増
え
た
場
合
、

概
算
に
な
る
が
、
固
定
資
産
税

で
約
２
千
万
円
程
度
、
市
民
税

で
２
千
万
円
か
ら
３
千
万
円
程

度
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
生

産
年
齢
人
口
が
上
が
る
こ
と
か

ら
、
財
政
基
盤
安
定
の
一
助
と

な
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

武
蔵
引
田
駅
周
辺
の
土
地
区
画

整
理
事
業
の
効
果
は
い
か
が
か
。

武
蔵
引
田
駅
周
辺
開
発
は
住
宅
、

商
業
、
産
業
、
あ
る
い
は
農
業

と
の
複
合
型
の
市
街
地
と
い
う

こ
と
で
計
画
し
て
い
る
。
こ
の

効
果
は
、
す
べ
て
の
土
地
が
埋

ま
っ
た
想
定
で
、
年
間
で
約
２

億
円
程
度
の
税
収
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

他
に
が
ん
検
診
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

奥秋 利郎議員

旧
戸
倉
小
学
校
体
験
宿
泊

施
設
に
つ
い
て

旧
戸
倉
小
学
校
は
、
体
験
型
宿

泊
施
設
と
し
て
の
方
向
性
が
決

ま
り
、
平
成
27
年
度
に
建
設
工

事
が
行
わ
れ
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
に
す
る
予
定

は
。

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
運
営
を

目
指
し
て
い
た
が
、
新
四
季
創

造
株
式
会
社
に
委
託
し
て
欲
し

い
地
域
要
望
が
あ
り
、
同
社
の

取
締
役
会
に
諮
り
内
諾
を
得
た
。

民
間
宿
泊
業
者
と
重
複
し
な
い

新
た
な
客
層
を
誘
致
す
る
た
め

の
企
画
や
営
業
方
法
は
。

今
ま
で
需
要
が
な
か
っ
た
サ
ッ

カ
ー
や
企
業
研
修
の
受
け
入
れ

を
は
じ
め
、
農
業
体
験
、
ジ
オ

ス
ポ
ッ
ト
等
戸
倉
の
魅
力
を
出

し
な
が
ら
、
他
の
宿
泊
業
者
も

含
め
た
全
体
の
営
業
活
動
を
展

開
し
集
客
を
図
っ
て
い
く
。

官
民
連
携
し
、
お
互
い
の
相
乗

効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
指
定

管
理
者
も
地
元
の
組
合
に
加
盟

し
て
は
ど
う
か
。

今
後
、
旅
館
組
合
に
加
盟
し
、

地
域
の
観
光
業
の
方
と
連
携
を

と
り
市
全
体
の
観
光
業
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

校
庭
や
体
育
館
な
ど
を
宿
泊
者

が
利
用
す
る
際
も
、
平
等
性
を

保
つ
た
め
、
有
料
と
す
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か
。

施
設
利
用
は
、
一
般
の
貸
し
出

し
も
考
え
て
お
り
、
周
辺
施
設

の
利
用
者
間
の
公
平
性
か
ら
も

基
本
的
に
は
有
料
と
考
え
て
い

る
。

中嶋 博幸議員
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郷
土
の
恵
み
の
森
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て

土
地
開
発
公
社
が
解
散
す
る
た

め
、
同
公
社
の
負
債
を
市
が
引

き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
引
き

継
ぐ
土
地
は
債
務
縮
減
の
た
め

に
売
却
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

山
林
等
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
か
が
重
要
と
な
る
。
菅
生
大

沢
の
市
有
地
は
、
荒
涼
と
し
た

不
毛
の
土
地
で
使
い
も
の
に
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
土
壌
の
改
良
や
導
入
路
の

整
備
を
行
い
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
コ
ー
ス
造
り
や
桜
の
植

栽
等
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

素
晴
ら
し
い
里
山
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
展
開
を
考
え
る
か
。

草
刈
り
や
整
地
、
植
樹
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域
と
懇
談

を
重
ね
な
が
ら
、
森
の
再
生
に

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
自
然
体

験
や
生
き
物
の
観
察
な
ど
の
利

用
目
的
別
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
検

討
し
て
い
く
。
特
に
、
本
地
域

は
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
生
息
場
所
で
あ
り
、
オ
オ

タ
カ
の
狩
場
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど

の
生
息
場
所
の
整
備
を
行
う
な

ど
、
希
少
動
物
の
保
全
活
動
を

推
進
し
、
生
物
多
様
性
を
高
め

な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
が
楽
し
め
る
憩
い
の
森
と
し

て
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

他
に
福
祉
、
医
療
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

村木 英幸議員

町
内
会
・
自
治
会
連
合
会
に

つ
い
て 

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
標

に
市
政
を
進
め
る
本
市
に
お
い

て
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会
は

重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と

考
え
る
。

本
連
合
会
と
行
政
の
関
係
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
と
対
等
な
立
場
で
、
合
意
形

成
を
必
要
と
す
る
と
き
に
有
効

な
機
能
を
持
つ
組
織
で
あ
る
。

町
内
会
及
び
自
治
会
の
総
数
、

最
大
人
数
及
び
最
少
人
数
の
組

織
を
把
握
し
て
い
る
か
。ま
た
、

組
織
率
の
低
下
や
組
織
維
持
の

苦
労
等
、
本
連
合
会
の
抱
え
る

問
題
を
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

総
数
は
84
団
体
。
最
大
の
組
織

は
、
加
入
世
帯
数
で
約
１
５
０

０
世
帯
の
雨
間
町
内
会
、
組
数

で
は
約
２
５
０
組
の
野
辺
町
内

会
。
最
小
の
加
入
世
帯
数
は
約

20
世
帯
の
寺
岡
自
治
会
、
組
数

は
、
３
組
の
深
沢
、
寺
岡
自
治

会
。困
難
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

他
の
町
内
会
・
自
治
会
と
の
連

携
や
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行

う
な
ど
、
会
が
存
続
で
き
る
よ

う
、
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

本
連
合
会
の
問
題
を
専
門
に
扱

う
担
当
者
を
行
政
内
に
置
く
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
の
現
在
の
状
況
と
し
て
は
、

今
の
体
制
の
中
で
や
っ
て
い
き

た
い
。

動物や植物が生活できるように造成または復元された
小規模な生息空間

※ビオトープ

天野 正昭議員

※

都 市
計 画
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武
蔵
引
田
駅
北
口

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

当
事
業
に
は
、
依
然
と
し
て
住

民
か
ら
不
満
や
不
安
の
声
が
あ

り
、
要
望
書
も
出
さ
れ
た
。
市

の
対
応
は
。

小
規
模･

少
人
数
で
の
説
明
会

を
10
回
開
催
し
、
で
き
る
限
り

詳
し
く
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
減

歩
率
の
緩
和
と
清
算
金
の
助
成

に
対
す
る
強
い
要
望
が
数
多
く

あ
っ
た
。
不
安
解
消
に
な
る
よ

う
、対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

下
水
道
を
優
先
的
に
入
れ
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
に
は
応
え
ら

れ
る
の
か
。

富
士
通
の
南
側
と
北
側
の
開
発

分
譲
地
ま
で
来
て
い
る
下
水
管

を
利
用
し
、
道
路
の
築
造
と
あ

わ
せ
て
効
率
的
か
つ
経
済
的
に

進
め
ら
れ
る
計
画
を
検
討
す
る
。

清
算
金
は
、
２
分
の
１
の
補
助

が
あ
っ
た
秋
川
駅
北
口
開
発
時

を
例
示
し
て
き
た
の
で
、
住
民

も
同
様
の
補
助
が
あ
る
と
思
っ

て
い
た
。
同
様
の
補
助
は
、
事

業
を
進
め
る
必
須
条
件
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

清
算
金
の
分
割
払
い
や
負
担
軽

減
を
検
討
し
て
い
る
。

市
の
検
討
結
果
を
待
つ
間
に
も

事
業
は
進
む
。市
も
立
ち
止
ま
り

住
民
の
理
解
を
待
つ
べ
き
で
は
。

事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
結
論

は
早
く
出
し
た
い
が
、
清
算
金

の
確
定
は
、
換
地
設
計
を
し
て

換
地
後
の
価
格
が
出
て
か
ら
、

対
応
策
を
進
め
て
い
く
。

他
に
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

たばた あずみ議員

平
成
27
年
度
施
政
方
針
に

つ
い
て

市
長
は
、
平
成
27
年
度
の
施
政

方
針
に
関
す
る
所
信
の
中
で
、

急
速
に
進
む
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
あ
き
る
野

版
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
と

述
べ
た
。

地
域
公
共
交
通
網
の
あ
り
方
は
。

地
域
の
活
力
を
維
持
し
、
安
全

で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
地
域
公
共
交

通
の
役
割
が
重
要
と
な
る
、
バ

ス
事
業
者
な
ど
の
公
共
交
通
事

業
者
や
有
識
者
、
市
民
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
地
域
特
性
や
利

用
者
の
動
向
と
意
向
を
十
分
に

踏
ま
え
た
計
画
を
策
定
し
て
い

き
た
い
。

あ
き
る
野
市
土
地
開
発
公
社
の

解
散
に
伴
い
、
市
有
地
と
な
る

土
地
の
活
用
と
し
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
考
え
は
。

市
有
地
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等

改
革
推
進
債
の
償
還
財
源
と
す

る
た
め
、基
本
的
に
売
却
す
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
市
有

地
や
公
共
施
設
の
有
効
活
用
を

含
め
、
設
置
場
所
の
選
定
や
採

算
性
の
検
証
、
ま
た
近
隣
住
民

へ
の
影
響
な
ど
、
太
陽
光
発
電

の
事
業
化
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
を
し
て
い
く
。

清水 晃議員

第三セクターの解散などに充てるため借り入れるお金
※第三セクター等改革推進債

※



政 策

交 通

ギカイの時間 14

あ
き
る
野
市
民
の

定
住
政
策
に
つ
い
て

本
市
の
人
口
は
、
１
年
前
と
比

較
し
２
３
０
人
減
少
し
、
今
後

も
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

安
心
し
て
住
め
る
よ
う
福
祉
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
協
議
会
が
つ
く
ら

れ
、
め
ざ
せ
健
康
21
事
業
や
編

み
物
、
手
芸
、
リ
ズ
ム
体
操
な

ど
、
市
民
プ
ー
ル
や
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。
老
後
も
元
気
に

住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
充
実
す

べ
き
で
は
。

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
を
対
象

と
し
た
事
業
の
他
に
、
そ
の
家

族
や
地
域
、
市
民
と
の
協
働
・

連
携
に
よ
り
広
く
参
加
者
を
募

り
提
供
し
て
い
る
。
基
本
事
業

の
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業
は
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
の
安
心
・
見
守
り
活
動
が

「
共
助
」
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い

る
。
一
層
の
支
援
を
求
め
る
。

市
で
は
、
防
災
・
安
全
地
域
委

員
会
や
新
聞
、
郵
便
、
乳
酸
菌

飲
料
の
配
達
、
一
般
廃
棄
物
収

集
に
お
け
る
見
守
り
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
見
守
り
の
輪
を

さ
ら
に
広
げ
て
い
く
た
め
、
今

後
、
生
活
関
連
事
業
者
な
ど
と

の
連
携
を
進
め
、
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。

他
に
８
年
間
の
市
長
の
実
績
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

戸沢 弘征議員

地
域
公
共
交
通
網
の

見
直
し
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
五
日
市
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
、
朝
夕
の
直
通
便
が
増
便
さ

れ
、
市
民
要
望
が
実
現
し
た
。

反
面
、
デ
イ
タ
イ
ム
の
本
数
が

減
便
さ
れ
た
。
国
鉄
が
民
間
事

業
者
の
Ｊ
Ｒ
と
な
り
、
経
営
の

合
理
化
を
考
え
る
の
は
も
っ
と

も
だ
が
、
市
民
生
活
の
利
便
性

や
、
地
域
活
力
維
持
の
た
め
に

は
、
バ
ス
路
線
の
見
直
し
も
重

要
だ
と
思
う
。
市
域
を
越
え
た

路
線
の
延
伸
や
、運
行
時
間
等
、

地
区
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

計
画
が
、
利
用
客
増
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の

計
画
の
立
案
に
当
た
り
、
市
の

方
向
性
を
問
う
。

公
共
交
通
網
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
も
ち
ろ
ん
五
日
市
線
の
減

便
を
バ
ス
運
行
で
補
完
す
る
と

い
う
案
も
あ
る
。
少
子
高
齢
化

を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
地
域
公

共
交
通
網
の
あ
り
方
を
具
体
的

に
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。

地
方
創
生
関
係
の
交
付
金
を
活

用
し
な
が
ら
、
地
域
公
共
交
通

網
の
あ
り
方
に
着
手
し
て
い
く

と
い
う
考
え
方
で
、Ｊ
Ｒ
線
の
減

便
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
市
内

循
環
バ
ス
の
あ
り
方
も
含
め
、

許
可
権
の
関
係
や
道
路
運
送
法

を
踏
ま
え
つ
つ
総
合
的
な
地
域

公
共
交
通
網
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

市倉 理男議員

財 政

政 策

15 ギカイの時間 

財
政
の
「
見
え
る
化
」
に

つ
い
て

こ
れ
ま
で
も
複
式
簿
記
・
発
生

主
義
の
新
公
会
計
制
度
を
導
入

す
べ
き
と
提
案
し
て
き
た
。
ま

た
、
平
成
27
年
１
月
に
は
、
総

務
省
か
ら
「
統
一
基
準
に
よ
る

地
方
公
会
計
制
度
整
備
促
進
に

つ
い
て
」
総
務
大
臣
通
知
が
発

表
さ
れ
た
。

総
務
省
か
ら
今
後
３
年
以
内
に

複
式
簿
記
・
発
生
主
義
の
新
た

な
地
方
公
会
計
制
度
を
導
入
す

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
明

確
な
要
請
が
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
が
、
総
務
大
臣
通
知
の

具
体
的
な
中
身
は
。

１
つ
目
は
発
生
主
義
・
複
式
簿

記
の
導
入
で
、
２
つ
目
は
固
定

資
産
台
帳
の
整
備
。
３
つ
目
は

地
方
公
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公

表
や
職
員
向
け
研
修
の
充
実
な

ど
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
負

担
や
経
費
負
担
を
軽
減
す
る
国

の
支
援
策
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
通
知
に
対
す
る
本
市
の
見

解
及
び
今
後
の
取
り
組
み
は
。

今
回
の
統
一
的
基
準
に
よ
る
財

務
書
類
等
は
、
財
務
書
類
と
し

て
の
機
能
が
格
段
に
向
上
す
る

こ
と
か
ら
、
財
政
運
営
に
活
用

す
る
手
段
と
し
て
期
待
で
き
、

全
国
の
団
体
と
の
比
較
も
容
易

に
な
る
。
今
後
は
庁
内
に
作
業

部
会
を
設
置
す
る
な
ど
の
体
制

整
備
を
行
い
、
国
か
ら
要
請
さ

れ
て
い
る
平
成
30
年
３
月
末
ま

で
に
統
一
的
基
準
に
よ
る
財
務

書
類
等
を
作
成
し
て
い
く
。

他
に
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

増﨑 俊宏議員

高
齢
者
の
住
み
替
え

支
援
に
つ
い
て

本
市
で
は
現
在
、
子
育
て
世
代

の
定
住
促
進
や
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

こ
の
課
題
に
対
処
す
る
一
つ
の

有
効
な
手
立
て
と
し
て
、
千
葉

県
の
流
山
市
が
展
開
し
て
い
る

高
齢
者
の
住
み
替
え
支
援
と
い

う
取
組
が
あ
る
。
本
市
に
お
い

て
も
今
後
の
方
針
等
を
定
め
る

中
で
、
こ
の
事
例
も
参
考
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

若
年
世
代
の
定
住
促
進
で
は
、

安
価
で
良
質
な
住
宅
供
給
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
、
高
齢
者

の
住
み
替
え
支
援
と
若
い
世
代

の
移
住
支
援
の
取
り
組
み
は
有

効
な
方
策
の
一
つ
と
考
え
る
。

流
山
市
の
事
例
な
ど
の
情
報
収

集
を
積
極
的
に
進
め
て
、
施
策

事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

他
に
市
民
協
働
の
推
進
、
投
票

率
の
向
上
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 子籠 敏人議員



都 市
計 画

交 通

ギカイの時間 16

安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

平
成
21
年
に
質
問
し
た
道
路
掘

削
後
の
復
旧
方
法
及
び
範
囲
が

変
わ
っ
て
い
な
い
。
基
準
を
策

定
す
る
と
の
事
だ
が
、
い
つ
か

ら
変
わ
る
の
か
。

あ
き
る
野
市
版
の
道
路
復
旧
基

準
を
策
定
中
で
、
平
成
27
年
度

の
早
い
時
期
に
運
用
開
始
す
る
。

市
の
計
画
で
進
め
て
い
る
生
活

道
路
整
備
が
中
断
し
て
い
る
箇

所
が
あ
る
。
平
成
22
年
の
質
問

後
、
進
展
し
て
い
な
い
未
整
備

道
路
の
危
険
解
消
を
市
は
ど
の

様
に
捉
え
て
い
る
か
。

現
地
を
よ
く
見
て
安
全
を
確
保

す
る
。

第
４
次
事
業
化
路
線
の
事
業
化

の
協
議
経
過
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
は
。

平
成
25
年
９
月
に
都
・
区
市
町

村
の
策
定
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
３
回
開
催
し
、
専
門
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
委
員
会
を
２
回
開
催

し
た
。
計
画
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
検
証
や
優
先
整
備
路
線

の
選
定
を
し
、
中
間
ま
と
め
を

公
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
す
る
。

平
成
27
年
度
予
算
で
、
市
は
初

雁
地
区
の
土
地
利
用
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
意
思
表
示
さ
れ

た
が
、
ど
の
様
に
か
か
わ
る
の

か
。

組
合
施
行
の
区
画
整
理
で
進
め

て
い
く
。

澤井 敏和議員

「
る
の
バ
ス
」
に
つ
い
て

「
る
の
バ
ス
」
は
、
平
成
26
年
度

中
に
草
花
・
折
立
地
区
を
運
行

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
今
後
の

運
行
開
始
の
見
通
し
は
。

折
立
地
区
運
行
の
た
め
警
察
、

バ
ス
事
業
者
、
道
路
管
理
者
と

協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
歩
道

の
な
い
場
所
に
バ
ス
停
を
設
置

で
き
な
い
こ
と
、
幅
員
が
狭
い

部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
運
行
の

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

計
画
し
て
い
た
運
行
が
無
理
と

い
う
こ
と
だ
が
、
小
型
の
車
を

走
ら
せ
る
な
ど
別
の
交
通
対
策

を
考
え
て
い
る
か
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
経
費
が
非
常

に
か
か
る
。
今
後
は
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
に
向
け
た
検
討

の
中
で
対
応
す
る
。

「
る
の
バ
ス
」
運
行
後
、
14
年
が

経
過
し
た
が
、
い
ま
だ
に
１
台

で
運
行
を
続
け
て
い
る
。
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
交
通
機
関
の

確
保
は
切
実
な
問
題
で
あ
る
。

再
度
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

バ
ス
の
台
数
を
増
や
し
早
急
に

改
善
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

限
ら
れ
た
財
源･

資
源
を
ど
れ

だ
け
投
入
し
、
ど
れ
だ
け
の
満

足
を
得
ら
れ
る
か
十
分
検
討
し

た
い
。
交
通
不
便
地
域
か
つ
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
に
つ

い
て
も
、
十
分
留
意
し
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

他
に
第
６
期
介
護
保
険
制
度
、

生
活
保
護
費
引
き
下
げ
に
よ
る

影
響
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

山根 トミ江議員

消 防

総 合

17 ギカイの時間 

消
防
団
員
確
保
に
つ
い
て

消
防
団
員
は
、
退
団
し
た
あ
と

も
地
域
の
防
災
活
動
で
活
躍
し

て
い
る
が
、
現
役
団
員
の
減
少

は
著
し
く
、
当
市
の
防
災
力
の

低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
消

防
団
の
活
動
を
広
め
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
作
成
及
び

管
理
は
可
能
か
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

消
防
団
の
行
事
や
活
動
内
容
を

紹
介
す
る
な
ど
、
市
民
に
消
防

団
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
内
容
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
を
導
入
・
推
進
し
、
事
業

所
の
従
業
員
へ
消
防
団
加
入
促

進
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

商
工
会
や
、
従
業
員
数
の
多
い

企
業
を
中
心
に
団
員
確
保
に
向

け
て
働
き
か
け
、
在
勤
者
の
入

団
募
集
の
協
力
の
依
頼
と
あ
わ

せ
、
制
度
の
導
入
を
促
し
て
い

き
た
い
。

そ
の
制
度
を
利
用
し
成
功
し
て

い
る
事
例
を
、
事
業
所
に
紹
介

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

高
い
団
員
保
有
率
を
誇
る
事
業

所
や
、
活
動
の
た
め
に
勤
務
時

間
に
配
慮
を
し
て
い
る
事
業
所

が
あ
る
。
事
業
所
の
社
会
貢
献

と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
事
例
の
紹
介
な
ど
を

し
て
い
き
た
い
。

他
に
義
務
教
育
に
お
け
る
学
力

向
上
、
都
市
整
備
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

村野 栄一議員

市
民
の
生
活
環
境
に

つ
い
て

遊
休
農
地
の
現
状
と
今
後
の
対

策
は
。

市
独
自
で
遊
休
農
地
の
支
援
策

を
講
じ
た
結
果
、
約
３
万
４
０

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
解
消
が

図
ら
れ
た
。
ま
た
新
規
就
農
者

提
案
型
支
援
事
業
な
ど
を
推
進

し
、
担
い
手
の
強
化
を
図
り
、

年
間
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

を
目
標
に
、
農
地
の
利
用
集
積

を
実
施
す
る
。

本
市
に
お
け
る
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
の
中
に
、
農
業
振
興
は

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。ま
た
、

そ
の
内
容
は
。

新
た
な
人
と
仕
事
を
創
造
す
る

施
策
を
戦
略
と
し
、
農
業
者
の

育
成
・
確
保
と
生
産
体
制
の
整

備
、
流
通
体
制
の
再
整
備
へ
向

け
て
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

き
、
新
規
就
農
者
や
農
業
後
継

者
を
支
援
、
遊
休
農
地
の
活
用

を
促
進
す
る
。

独
居
高
齢
者
の
中
に
、
延
命
治

療
の
意
思
確
認
が
取
れ
な
い
人

が
増
え
、
問
題
に
な
っ
て
い
る

と
の
テ
レ
ビ
報
道
が
あ
っ
た
。

本
市
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

対
策
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

身
寄
り
の
有
無
に
関
す
る
相
談

等
に
対
応
で
き
る
ケ
ー
ス
は
あ

る
が
、
延
命
治
療
自
体
が
人
の

生
命
に
関
わ
る
問
題
で
、
直
接

関
与
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
へ
の
対

応
は
、
医
師
会
な
ど
医
療
関
係

者
と
情
報
交
換
を
し
て
い
く
。 細谷 功議員



教 育

政 策

ギカイの時間 18

子
ど
も
の
声
に
つ
い
て

市
長
は
、
平
成
27
年
度
施
政
方

針
で
、
子
ど
も
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
と
発
信
し
た
。
子
ど
も

の
た
め
と
い
う
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
主
役
の
、
子
ど

も
た
ち
の
声
が
未
来
を
つ
く
っ

て
い
く
と
い
う
視
点
で
行
政
運

営
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

山
形
県
遊
佐
町
で
実
施
さ
れ
て

い
る
少
年
議
会
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

子
ど
も
が
自
ら
の
考
え
を
発
言
、

行
動
し
、
達
成
感
を
得
る
中
で

成
長
を
促
す
事
業
を
実
施
す
る
。

遊
佐
町
の
事
業
と
は
違
い
が
あ

る
が
、
社
会
の
中
で
生
き
る
力

を
育
む
、
根
っ
こ
の
部
分
で
は

同
じ
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
の
声
を
ど
の
よ
う
に

汲
み
取
る
の
か
。

合
併
20
周
年
に
当
た
り
、
小
学

校
高
学
年
、
中
学
校
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
、
小

学
校
で
は
「
私
の
好
き
な
あ
き

る
野
市
」
ま
た
は
「
あ
き
る
野

市
の
未
来
」、
中
学
校
で
は「
あ

き
る
野
市
の
未
来
」
の
テ
ー
マ

で
、
こ
ん
な
あ
き
る
野
市
に
な

っ
て
ほ
し
い
、
あ
き
る
野
市
に

期
待
す
る
こ
と
、
未
来
に
残
し

た
い
あ
き
る
野
市
の
い
い
と
こ

ろ
等
で
作
文
を
募
集
す
る
。
子

ど
も
た
ち
の
未
来
に
向
け
た
希

望
を
聞
き
た
い
。

中村 のりひと議員

ス
ポ
レ
ク
大
会
に
つ
い
て

平
成
27
年
で
20
回
目
を
迎
え
る

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
は
、
市
制
20
周
年
記
念
事

業
と
し
て
盛
大
に
開
催
す
る
計

画
が
あ
る
と
の
こ
と
。し
か
し
、

27
年
２
月
に
配
布
さ
れ
た
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
を

見
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見

受
け
ら
れ
る
。

参
加
団
体
の
減
少
は
、
何
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
か
。

要
因
は
３
つ
。
第
１
に
、
町
内

会
・
自
治
会
の
高
齢
化
と
若
い

世
代
の
参
加
が
少
な
く
、
選
手

が
集
ま
ら
な
い
こ
と
。第
２
に
、

テ
ン
ト
の
設
営
や
事
前
準
備
な

ど
で
町
内
会
・
自
治
会
の
負
担

が
大
き
い
こ
と
。
第
３
に
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
割
合
が
少

な
く
、
参
加
で
き
る
種
目
が
少

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

改
善
が
必
要
と
答
え
た
人
た
ち

は
、
ど
の
よ
う
な
改
善
を
求
め

て
い
る
の
か
。

群
を
抜
い
て
多
か
っ
た
意
見
は
、

競
技
種
目
の
改
善
で
、
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
種
目
へ
の
改
善
を
望

む
声
で
あ
っ
た
。市
と
し
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
大
会
の
見
直

し
や
改
善
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

町田 匡志議員

財 政

ご み

19 ギカイの時間 

財
政
問
題
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
末
の
借
金
残
高
総

額
は
、
約
６
５
４
億
円
で
26
市

中
最
も
多
い
。20
年
前
の
市
税
収

入
は
１
０
８
億
円
だ
っ
た
が
、

27
年
度
は
１
０
３
億
円
で
５
億

円
も
減
っ
た
。
一
方
で
、
支
出

は
増
え
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

新
た
な
問
題
と
し
て
公
共
施
設

の
総
合
管
理
計
画
が
、
今
後
、

40
年
間
で
１
５
５
０
億
円
も
見

込
ま
れ
て
い
る
。
更
に
、
新
た

に
完
成
し
た
市
営
住
宅
は
、
全

体
的
に
華
美
で
派
手
で
奇
異
な

建
築
物
を
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
で
照

ら
し
て
い
る
が
、
電
気
代
を
心

配
し
て
い
る
市
民
も
い
る
。
今

後
も
厳
し
く
な
る
財
政
の
行
方

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

起
債
残
高
は
減
っ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
三
セ
ク

債
の
償
還
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

整
備
費
、
区
画
整
理
事
業
、
３

つ
の
要
因
を
加
え
て
試
算
す
る

と
、
実
質
公
債
費
比
率
は
30
年

度
、将
来
負
担
比
率
は
27
年
度
、

経
常
収
支
比
率
は
29
年
度
に
最

も
高
い
数
値
に
な
り
、
そ
の
後

改
善
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
試

算
に
は
公
共
施
設
の
更
新
に
係

る
経
費
は
見
込
ん
で
い
な
い
。

現
在
、
担
当
部
署
で
公
共
施
設

の
再
生
総
合
計
画
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
市
税
増
収
を
図
る

た
め
、
雇
用
拡
大
に
結
び
つ
く

企
業
の
誘
致
を
強
力
に
推
し
進

め
、
各
種
補
助
金
・
交
付
金
を

確
保
し
、
一
層
の
財
政
健
全
化

に
努
め
る
。

野村 正夫議員

環
境
対
策
に
つ
い
て

西
秋
川
衛
生
組
合
の
新
焼
却
施

設
の
稼
働
に
伴
い
、
ご
み
の
分

別
が
変
わ
り
１
年
が
経
過
し
た
。

「
不
燃
ご
み
」の
ほ
と
ん
ど
が「
可

燃
ご
み
」に
移
行
す
る
な
ど
、ご

み
袋
の
利
用
状
況
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
た
。
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
有
料
ご
み
袋
の
大
き
さ

な
ど
、
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
。

有
料
ご
み
袋
の
利
用
状
況
は
。

平
成
26
年
１
年
間
の
利
用
状
況

は
、
家
庭
用
可
燃
ご
み
専
用
袋

で
は
、
大
袋
へ
の
移
行
が
顕
著

と
な
っ
て
い
る
。
不
燃
ご
み
専

用
袋
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
種

類
で
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

可
燃
ご
み
袋
30
リ
ッ
ト
ル
を
希

望
す
る
市
民
の
声
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

各
家
庭
に
お
け
る
可
燃
ご
み
専

用
袋
の
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と

で
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
も
考
え
、
早
い
時
期
に
30

リ
ッ
ト
ル
の
可
燃
ご
み
専
用
袋

の
導
入
を
図
り
た
い
。

10
枚
セ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て
い

る
不
燃
ご
み
袋
を
１
枚
ず
つ
の

販
売
に
で
き
な
い
か
。

不
燃
ご
み
専
用
袋
の
利
用
が
激

減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１
枚

ず
つ
販
売
を
し
て
く
れ
る
店
が

あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
、
商
工
会
と
協
議

し
進
め
て
い
き
た
い
。

田中 千代子議員



観 光

ギカイの時間 20

観
光
に
つ
い
て

市
長
は
、
平
成
27
年
度
施
政
方

針
で
、26
年
度
に
引
き
続
き「
観

光
都
市
あ
き
る
野
」を
標
榜
し
、

「
秋
川
渓
谷
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

よ
り
強
力
に
推
進
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

「
秋
川
渓
谷
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

定
義
、
目
的
は
何
か
。

社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
誘
客
が
図
ら
れ
、
地
域
経

済
が
潤
う
。「
秋
川
渓
谷
」
の
知

名
度
を
上
げ
て
有
名
に
し
て
い

き
た
い
。

観
光
拠
点
施
設
の
名
称
に
、「
秋

川
渓
谷
瀬
音
の
湯
」
の
よ
う
に

「
秋
川
渓
谷
」の
冠
を
付
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

統
一
の
ブ
ラ
ン
ド
と
言
う
形
で

位
置
づ
け
る
良
い
案
で
あ
る
。

名
称
な
の
で
条
例
の
改
正
が
必

要
に
な
る
た
め
、
内
部
で
充
分

検
討
す
る
。

あ
き
る
野
商
工
会
が
実
施
し
て

い
る
地
域
特
産
品
事
業
、
秋
川

渓
谷
物
語
の
認
定
物
品
に
「
秋

川
渓
谷
」
の
冠
を
つ
け
、
ブ
ラ

ン
ド
名
の
統
一
は
で
き
な
い
か
。

特
産
品
で
は
商
工
会
が
実
施
し

て
い
る
、
檜
原
村
の
産
品
も
入

る
「
秋
川
渓
谷
物
語
」
の
事
業

が
あ
る
。
共
存
で
き
る
よ
う
全

体
の「
秋
川
渓
谷
」の
冠
の
統
一

性
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
、
檜

原
村
と
と
も
に
全
体
的
な
調
整

を
図
っ
て
い
く
。

他
に
教
育
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 松原 敏雄議員

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法

　
６
月
定
例
会
で
は
５
月
25
日（
月
）ま
で
に
提
出
さ
れ
た

請
願
・
陳
情
を
審
査
し
ま
す
。

〈 

請
願 

〉

市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。
議
長
が
受
理
し
、各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
ま
す
。
議
会
最
終
日
に
各
常
任
委
員
長

が
審
査
結
果
を
報
告
し
、採
択
・
不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

〈 

陳
情 

〉

市
議
会
議
員
の
紹
介
は
不
要
で
す
。
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
請

願
と
同
じ
で
す
。

﹇ 

書
き
方 

﹈

● 

請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
、
理

由
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

簡
潔
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
場
所
な
ど
の
表
示
が
必

要
な
も
の
は
、
図
面
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

● 

２
名
以
上
で
請
願
（
陳
情
）
を
行
う
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
を
書
い

た
署
名
簿
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
署
名
者
が
そ
の
請
願
（
陳
情
）

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、
各
署
名
簿
に
件
名
、

趣
旨
、
理
由
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇ 

提
出
先 

﹈

あ
き
る
野
市
役
所
本
庁
舎
６
階
の
議
会
事
務
局
に
、直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間:

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡（
５
５
８
）
１
１
１
１

○○○に関する請願（陳情）

１．趣旨

２．理由

　紹介議員　○○○○

　　　　　平成　　年　　月　　日

請願（陳情）者

住　　所

氏　　名　　　　　　　　外　　名

電話番号

あきる野市議会議長　○○○○　殿

○印

○印

21 ギカイの時間 

No.1

秋
川
流
域
が
ん
対
策
推
進
議
員
連
盟
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
24
日
に
公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン

タ
ー
で
、
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上

な
ど
を
目
的
と
し
た
「
秋
川
流
域
が

ん
対
策
推
進
議
員
連
盟
」
の
設
立
総

会
が
行
わ
れ
、
あ
き
る
野
市
、
日
の

出
町
、
檜
原
村
の
各
議
員
が
超
党
派

で
連
盟
を
結
成
し
ま
し
た
。

秋
川
流
域
３
市
町
村
の
が
ん
検
診
受

診
率
は
、
国
の
目
標
値
50
％
を
大
き

く
下
回
っ
て
お
り
、
が
ん
検
診
率
の

向
上
を
喫
緊
の
課
題
と
し
活
動
を
し

ま
す
。

実
施
す
る
事
業

１
．
が
ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
調

　
　

査
研
究

２
．
が
ん
予
防
・
早
期
発
見
の
促
進

　
　

等
、
が
ん
対
策
を
推
進
す
る
た

　
　

め
に
必
要
な
活
動

３
．
そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な

　
　

事
項

本
市
議
会
か
ら
２
名
の
議
員
が
役
員

に
選
出
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

　

会　

長　
　

奥
秋　

利
郎　

議
員

　

副
会
長　
　

野
村　

正
夫　

議
員

No.2

青
梅
線
及
び
五
日
市
線
の
輸
送
体
系
の
見
直
し
に

関
す
る
要
望
書
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
提
出
し
ま
し
た
。

青
梅
線
及
び
五
日
市
線
の
昼
間
の
運

行
が
１
時
間
当
た
り
３
本
か
ら
２
本

へ
減
ら
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
西
多

摩
地
区
議
長
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

八
王
子
支
社
に
「
青
梅
線
及
び
五
日

市
線
の
輸
送
体
系
の
見
直
し
に
関
す

る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

本
市
議
会
の
堀
江
議
長
も
提
出
者
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見

交
換
の
場
で
は
、
堀
江
議
長
か
ら
Ｊ

Ｒ
に
対
し
、「
五
日
市
線
の
利
用
人
数

は
減
っ
て
い
な
い
。
デ
イ
タ
イ
ム
の

減
便
の
影
響
は
非
常
に
大
き
い
」「
本

市
は
、
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
列
車
、
臨
時

列
車
等
の
運
行
も
お
願
い
し
た
い
」

な
ど
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

Topics



議会報リニューアルの視察

1 月 19日に、議会改革推進委員会委員と議員が
「通年議会」の先進市議会である相模原市議会へ
視察を行いました。説明終了後、議会基本条例の
制定に向けた意見交換を行いました。

先進市議会視察

議会報のリニューアルについて、本市議会への視
察がありました（1月 30日鶴ヶ島市議会、2月 5 
日那珂市議会、2月 9日気仙沼市議会）。議会報編
集特別委員が説明を行い、終了後、質疑応答や活
発な意見交換を行いました。

おもに１０歳からの子どもにニュースを説明する
毎日新聞社「月刊ニュースがわかる」の取材を、
２月６日に、堀江議長が受けました。全国の議長
の中から、子育てをしながら議長を務めるなどの
理由で、選ばれました。

2月10日に東京都市議会議員研修会が府中の森
どりーむホールで開催され、議員が参加しました。
野村総合研究所顧問、東京大学公共政策大学院客
員教授　増田寛也氏を講師に招き、「人口減少時代
をどう乗り切るか」というテーマで講演が行われ
ました。

東京都市議会議員研修会
子ども向け「月刊ニュースがわかる」
　　　　　　　　　　　　　議長取材

ギカイの時間 22

あきる野市議会活動レポート

陳情者が陳情内容を説明

あきる野市、日の出町、檜原村で構成される秋川
流域市町村正副議長会主催の議員による意見発表
会が2月13日に行われ、各議会の議員が発表を行
いました。本市議会からは、合川哲夫議員、中村
のりひと議員、村野栄一議員が発表を行いました。

秋川流域市町村議会議員大会
　　　　　　　　　　　（意見発表会）

「陳情者の意見陳述」が、今定例会で実施されました。
○「ヘイトスピーチ対策のための法整備を国が行
　うことを求める陳情」
　（結果：継続審査）
○「原発事故で被災した子どもたちの健康を守る
　ための陳情」
　（結果：趣旨採択）

あきる野市営住宅草花公園タウンの完成に伴い、
3月23日に内覧会が開催され、地権者、地元の町
内会の方々とともに議員も出席しました。当日は
式典が行われ、事業報告の後、担当職員の説明を
受けながら各住戸の内覧が行われました。

草花公園タウン内覧会

委員会では、平成 27年第２回定例会での議会基
本条例制定を目指し協議を重ね、3月中に条例案
を作成することに取り組んできました。4月 6日
（月）から 20日（月）まで、多くの意見を反映させ
るため、皆さんの意見を募集し、現在は提出され
た意見などを参考に話し合いが行われています。

議会改革推進委員会進捗状況

23 ギカイの時間 
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